
 ■  「たたら製鉄」 砂鉄を原料とした日本独自の直接製鉄法    

 塊錬鉄 製鉄法 (直接製鉄法 )  

鉄鉱石・砂鉄などを比較的低い温度で加熱。  

溶かさずに半溶融状態のまま還元して 海綿状の鉄や鉄塊

を得る。 ここの塊を再度加熱精錬・鍛造。不純物を搾り出

すとともに 炭素量も調整して、強靭な鋼を得る。この鉄素

材を塊錬鉄という。  

 「たたら｣製鉄・ヒッタイトの初期製鉄法もこれである  

 溶融銑鉄 製鉄法 (間接製鉄法)  

鉄鉱石を高温に加熱して、鉱石を溶融しながら還元して鉄

を得る。 この時 高温のため、鉄は大量の炭素を吸って、

脆い銑鉄となる。  

この銑鉄を再度加熱溶融して、銑鉄中の炭素を燃やして 炭素調整して強靭 

な鋼を得る 現代の製鉄法 ならびに 中国では古代からこの方法が発展した 

 

中国漢代後半には既に溶融銑鉄から鋼を作る間接製鉄法が実用されていた 

 

たたら製鉄など塊錬鉄 直接製鉄法

間接製鉄法 (溶融銑鉄法) 
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■ たたら製鉄で出来た鉄塊「ケラ・鉧」  

  

  

本ページ写真は 日立金属 home page ・さとやま古代たたらクラブ「たたら」 

& JFE21世紀財団 「たたら 日本古来の製鉄」より採取整理しました 



 

 

   




